
陸上自衛隊達第１１１－２号 

 

空挺降下搭乗記録取扱規則を次のように定める。 

昭和３１年１０月２０日 

 

陸上幕僚長 陸将 筒井 竹雄 

 

空挺降下搭乗記録取扱規則 

 

改正 昭和34年２月３日達第30－７－１号 昭和35年６月６日達第30－７－２号 

  昭和38年３月５日達第32－10号 平成７年３月23日達第111－２－１号 

  平成10年３月20日達第122－136号 平成16年３月29日達第122－192号 

 平成20年７月23日達第122－228号 平成23年４月１日達第32－19号 

 令和元年６月27日達第122－303号 令和３年３月12日達第122－314号 

 

（趣旨） 

第１条 この規則は、空挺降下搭乗に関する諸記録（以下「空挺降下搭乗記

録」という。）の取扱いについて必要な事項を定めるものとする。 

（用語の意義） 

第２条 この規則において用いる次の各号に掲げる用語の意義は、当該各号に

掲げるとおりとする。 

⑴ 「降下長」とは、空挺従事者が搭乗した各航空機の空挺降下搭乗に関す

る指揮官をいう。 

⑵ 「降下指揮官」とは、空挺降下搭乗を実施する場合における降下搭乗部

隊の全部を統一指揮する者をいう。 

⑶ 「空挺団長等」とは、空挺団長、特殊作戦群長、補給統制本部長、関東

補給処松戸支処長及び需品学校長をいう。 

（空挺降下搭乗記録の種類） 

第３条 空挺降下搭乗記録の種類は、次の各号に掲げるとおりとする。 

⑴ 空挺降下搭乗報告 

⑵ 部隊降下搭乗記録 

⑶ 個人降下搭乗記録 

（空挺降下搭乗報告） 

第４条 空挺降下搭乗報告は、他の空挺降下搭乗記録を作成整備するための基

礎資料として空挺降下搭乗の都度各機に正本１部写若干部（第３項に規定す

る写送付のため必要な部数とする。）を降下長が作成するものとし、その様

式及び記載要領は別紙第１－１及び別紙第１－２のとおりとする。 

２ 降下長は、前項の空挺降下搭乗報告を作成した場合には、降下指揮官の認

証を受けて速やかに空挺団長等に送付するものとする。 



３ 空挺団長等は、前項の空挺降下搭乗報告のうち写各１部を当該空挺従事者

（空挺訓練生を除く。）の人事記録を保管する部隊等の長（以下「人事記録

保管部隊長」という。）に送付するものとする。 

（部隊降下搭乗記録） 

第５条 部隊降下搭乗記録は、空挺降下搭乗を実施した部隊の降下状況を一括

記録し保管するため空挺団長等が前条の空挺降下搭乗報告に基づき空挺降下

搭乗の都度１部を作成保管するものとし、その様式及び記載要領は、別紙第

２のとおりとする。 

（個人降下搭乗記録） 

第６条 個人降下搭乗記録は、空挺従事者各個人の空挺降下搭乗に関する履歴

を明かにするため別紙第３に示す様式及び記載要領に基づき記載するものと

し、空挺従事者１人につき正副各一葉を作成する。 

２ 個人降下搭乗記録の正本は、人事記録保管部隊長（空挺訓練生について

は、空挺団長とする。以下本条中同じ。）が、また副本は、空挺団長等が第

４条に規定する空挺降下搭乗報告に基づき整備保管するものとする。 

３ 隊員が空挺従事者となった場合には、人事記録保管部隊長は、直ちに個人

降下搭乗記録を作成し、空挺団長等に副本を送付しなければならない。 

４ 空挺団長等は、個人降下搭乗記録正本の記載事項の誤記又は記入漏れを防

止するため随時人事記録保管部隊長に提出を求めて点検及び所要の修正を実

施することができる。 

（保存期間等） 

第７条 空挺降下搭乗報告の保存期間は、１年とし、その他の空挺降下搭乗記

録は、３０年保存とする。 

 

附 則 

この規則は、昭和３１年１２月１日から施行する。 

附 則（昭和34年２月３日陸上自衛隊達第30－７－１号） 

この達は、昭和３４年２月３日から施行する。 

附 則（昭和35年６月６日陸上自衛隊達第30－７－２号） 

この達は、昭和３５年６月６日から施行し、昭和３５年４月１日から適用す

る。 

附 則（昭和38年３月５日陸上自衛隊達第32－10号抄） 

１ この達は、昭和３８年４月１日から施行する。 

附 則（平成７年３月23日陸上自衛隊達第111－２－１号） 

この達は、平成７年４月１日から施行する。 

附 則（平成10年３月20日陸上自衛隊達第122－136号） 

この達は、平成１０年３月２６日から施行する。 

附 則（平成16年３月29日陸上自衛隊達第122－192号抄） 

１ この達は、平成１６年３月２９日から施行する。ただし、第１条及び第３

条から第７条までの規定は、同年４月１日から施行する。 



２ この達の施行の際、現に保有している旧様式の用紙類は、当分の間、内容

を修正して使用することができる。 

附 則（平成20年７月23日陸上自衛隊達第122－228号） 

この達は、平成２０年７月２３日から施行する。 

附 則（平成23年４月１日陸上自衛隊達第32－19号） 

この達は、平成２３年４月１日から施行する。 

附 則（令和元年６月２７日陸上自衛隊達第 122―303 号） 

１ この達は、令和元年７月１日から施行する。 

２ この達の施行の際、現に存する本改正前の様式による用紙は、当分の間、

これを修正した上使用することができる。 

附 則（令和３年３月１２日陸上自衛隊達第 122―314 号） 

１ この達は、令和３年４月１日から施行する。 

２ この達の施行の際、第２条から第３条までの規定による改正の前の現に存

する様式（以下「旧様式」という。）により使用されている書類については、

この達による改正後の様式によるものとみなす。 
３ この達の施行の際、現に存する旧様式による用紙については、当分の間、

これを修正の上使用することができる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

別紙第１－１（第４条関係）  
 

寸法：日本産業規格Ａ４ 

降下記録番号  

 （その１） 

空 挺 降 下 搭 乗 報 告                    年  月  日（  番 機） 

航   空   機  所  属 階 級 氏    名 

所 属 
部 隊 型 式 

固 有 
番 号 

降 下 指 揮 官    

降 下 長    

   
副 降 下 長    

機 長    

飛行種類 
離 陸 
(着陸)
時 刻 

出発 
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飛行場 

任務 
降             下 

記 録 係 
階 級 氏 名 

夜間明
暗の度 

気  象 降 下 場 高度 機速 種類 

普
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夜
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野
外  

晴雨
雲量 

風向
風速 場所 状況   単 
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搭 乗 降 下 者 名 簿 

番号 所 属 階級 氏 名 
方側 

順位 
落下傘
の種類 服装 

降下
時刻 

飛行
時間 備 考 

１          

２          

３          

４          

５          

６          

７          

８          

９          

10          

11          

12          

13          

14          

15          

16          

17          

18          

19          

20          
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  寸法：日本産業規格Ａ４ 



 

別紙第１－２（第４条関係）  

 

 

  

  

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
  

  

  

  



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
  

  



別紙第２（第５条関係）  

部 隊 降 下 搭 乗 記 録                      

寸法：日本産業規格Ａ４  

注：１ 記載要領は、第２項によるほか空挺降下搭乗報告の記載要領による。 

２ 所属及び人員数 

所属（中隊又はこれに準ずる部隊等を単位とする。）ごとに人員数を記入する。 
 

 

降
下 
記
録 
番
号 

年月
日 

降下長 
 

（所属部隊） 

搭         乗 

任 
 
 
務 

降                    下 

飛
行
時
間 

備 
 
考 

航 空 機 飛行種類 
離陸 
(着
陸)
時刻 

出発 
(着
陸)
飛行
場 

夜
間
明
暗
の
度 

気  象 降 下 場 

高 
 
度 

機 
 
速 

種 
 
類 

人  員 落
下
傘
の
種
類 

時 
 
刻 

所
属
部
隊 

型
式 

固
有 
番
号 

普 
通 

夜 
間 

野 
外 

晴
雨
雲
量 

風
向 
風
速 

場
所 

状
況 

所属 
及び 
人員
数 

人
員 
合
計 

                          

                          

                          

                          

                          

                          

 

                          

                          

                          



別紙第３（第６条関係） 

個 人 降 下 搭 乗 記 録                     

階     級 
（昇任年月日） 

職 種 認 識 番 号 
（ふりがな） 
氏    名 

所 属 部 隊 
（所属年月日） 

基本降下課程修了年月日 備     考 

 
( ) 

 
( ) 

 

 

 

 
( ) 

 
( ) 

 

 

降下長課程修了年月日 

 
( ) 

 
( ) 

生年月日 
 
( ) 

 
( ) 

 

自由降下課程修了年月日 
 
( ) 

 
( ) 

 
 
( ) 

 
( )  

降
下 
記
録 
番
号 

年月
日 

搭          乗 

任
務 

降                    下 

回
数
累
計 

飛
行 
時
間 

備 考 

航 空 機 飛行種類 
※ 
離陸 
(着
陸)
時刻 

※ 
出発 
(着
陸)
飛行
場 

夜
間
明
暗
の
度 

※気 象 降 下 場 

※
高 
 
度 

※
機 
 
速 

※
種 
 
類 

方側 
 
 

 
順序 

落
下
傘
の
種
類 

服
装 

※ 
時
刻 
 

※ 
所
属
部
隊 

型
式 

※ 
固
有
番
号 

普 
 
通 

夜 
 
間 

野 
 
外 

晴
雨
雲
量 

風
向
風
速 

場
所 

※ 
状
況 
 

                          

                          

                          

                          

                          

 

                          

                          

 

寸法：日本産業規格Ａ４ 

 注： 記載要領は、空挺降下搭乗報告の記載要領によるほか次による。 
１ ※印欄は、個人につき特異事項があったとき、又は特に必要を認めたときにのみ記入する。 
２ 任務欄は、空挺降下搭乗報告に記載した任務略号を記入するとともに、降下指揮官・降下長・副降下長は、そ
れぞれ指、長、副の略号を付記する。また、空挺予備員として降下した場合には、予の略号を付記する。 


